
令和７年度「インターンシップ専門人材セミナー～基礎編～」参加申込について

参加を希望される方は、「参加申込フォーム」からご入力ください。お申込は 1 校につき原則３名までとさせていただきます。

受付期間は 令和７年７月 25 日（金）13 時 00 分 から 令和７年８月 26 日（火）17 時 00 分 までです。（定員に達した場

合、その時点で受付を終了することがあります。）

【参加申込フォームへのアクセス方法】

日本学生支援機構ホームページの本セミナーのページにアクセス

https://www.jasso.go.jp/gakusei/career/event/senmonjinzai/2025.html

「令和７年度『インターンシップ専門人材セミナー～基礎編～』参加申込フォーム」 をクリック

【参加申込フォームの主な入力内容】

入力後に内容を修正する場合は、文末のお問合せ先までメールにてご連絡ください。

※ご回答は、本セミナーの運営やグループ分けの参考とさせていただきます。

個人、学校を特定できるデータの公開・共有はいたしません。

※一部を除き入力必須項目です。入力は選択式（○）又は記述式（      ）です。

学校種

○ 国立大学    ○ 公立大学    ○ 私立大学

○ 公立短期大学 ○ 私立短期大学 ○ 国立高等専門学校

○ 公立高等専門学校  ○ 私立高等専門学校

学校名   ※法人名の入力は不要です。

学校名（カナ）

学校規模（収容定員）

○ 1,000 人未満          ○ 1,000 人以上 2,000 人未満

○ 2,000 人以上 4,000 人未満   ○ 4,000 人以上 8,000 人未満

○ 8,000 人以上

参加希望者の氏名

参加希望者の氏名（カナ）

参加希望者の年齢 ○ ～29 歳 ○ 30 歳～39 歳 ○ 40 歳～49 歳 ○ 50 歳～ ○ 回答しない

参加希望者の部署・役職名

参加希望者の教員・職員の別 ○ 教員  ○ キャリア・就職系職員  ○ 教務系職員  ○ その他職員

参加希望者の現在の役職 ○ 管理者  ○ 管理者以外

参加希望者の連絡先（電話番号） － －

参加希望者の連絡先（メールアドレス）

希望する参加方法

※対面希望者が定員を超えた場合は、オンラインへの変更

をお願いする場合があります。

○ 対面（東京国際交流館プラザ平成）  ○ オンライン

インターンシップ関連業務の経験年数（他の業務と兼

務の場合も年数に含む）を選択してください。

※経験年数によっては、参加をご遠慮いただく場合がありま

すのでご了承ください。参加の可否については後日メールに

て通知いたします。

○ １年未満  ○ １年以上２年未満  ○ ２年以上３年未満

○ ３年以上５年未満 ○ ５年以上

過去の本セミナーへの参加回数について選択してくだ

さい。

※過去に参加された方は参加をご遠慮いただく場合があり

ますのでご了承ください。参加の可否については後日メール

にて通知いたします。

○ 今まで参加した事がない  ○ １回  ○ ２回以上

別紙２



2022 年６月に改正された「三省合意」におけるインタ

ーンシップ等の産学協働によるキャリア形成支援活動

の４類型化への対応について、貴校の状況に近いも

のを選択してください。

○1. 既に対応している

○2. 対応していないもしくは対応する予定はない（理由：           ）

○3. 現時点では未定

○4. 把握していない

インターンシップ等の産学協働によるキャリア形成支

援活動を実施する上での課題は何ですか。

※ご回答者ご本人のお考えで構いません。

※上位２つまでを選択してください。

○1. 執行部、部局の長等の理解不足・理解促進

○2. 学部、他部署等、学内での理解浸透・共有化・調整に関すること

○3. 授業・プログラムの内容（名称・配当学年・実習期間等）に関すること

○4. 企業との連携のあり方

○5. 学生の募集

○6. インターンシップ等の業務に携わる人員の配置に関すること

○7. 採用活動の早期化への対応

○8. その他（                        ）

貴校における、今後のインターンシップ等の産学協働

によるキャリア形成支援活動の実施方針について、

選択してください。

※現時点での検討レベルで構いません。

※複数回答可。

○1. 「タイプ１：オープンカンパニー」に重点をおいていく

「タイプ２：キャリア教育」を

○2. 正課科目として実施していく   ○3. 正課外科目として実施していく

「タイプ３：汎用的能力／専門活用型インターンシップ」を

○4. 正課科目として実施していく   ○5. 正課外科目として実施していく

「タイプ４：高度専門型インターンシップ」を

○6. 正課科目として実施していく   ○7. 正課外科目として実施していく

○8. その他（                        ）

今後、インターンシップ等の産学協働によるキャリア

形成支援活動は、どのような方向に進むと思います

か。

※ご回答者ご本人のお考えで構いません。

※上位３つまでを選択してください。

○1. 就職・採用活動のツールとしての活用が増加する

○2. 教育を目的とするプログラムが増加する

○3. 「タイプ１」「タイプ２」の実施が増加する

○4. 大学等を経由せずに企業実施のプログラムに参加する学生が増加する

○5. 学生のキャリア形成が推進される

○6. 正課科目としての実施が増加する

○7. 正課科目としての実施が減少する

○8. その他（                             ）

インターンシップ等の産学協働によるキャリア形成支

援活動と、企業等の採用活動との関係について

どのようにお考えですか。

※ご回答者ご本人のお考えで構いません。

※複数回答可。

○1. 企業等は、採用活動と一切結び付けるべきではない

（「タイプ３」「タイプ４」は除く）

○2. 企業等は、学生の学業等に支障のない範囲であれば、

採用を目的として実施しても構わない

○3. 大学等は、採用を目的とした活動に学生を積極的に

参加させることは構わない

○4. 大学等は、教育目的と採用目的を明確に区別し実施するべきである

○5. その他（                             ）

＜お問合せ先＞

独立行政法人日本学生支援機構 学生生活部学生支援企画課キャリア教育室

TEL：03-5520-6170 E-mail：internship@jasso.go.jp


